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宇宙生命探査  — 地球人としての生き方　
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生命と地球が特殊な存在ではないとしたら？

“ 生命 ” という存在、そして生命を育む “ 地球 ” という天体の存在は、この宇宙
において奇跡的であると認識されてきました。生命はまぎれもなく物質からでき
ていますが、その仕組みはとても巧妙で、宇宙的な時間があったとしても、物質
の固まりが偶然このような複雑な仕組みを獲得するとは、到底あり得ないことの
ように思えます。また、このような生命を育むことのできる地球は、太陽からの
距離がちょうど良いところにあり、熱すぎず冷たすぎず、液体の水が表面に存在
できる特殊な環境です。こんな良い場所は、他にあるのでしょうか？
地球のような天体とそこに誕生した生命は、科学的、客観的に見ようとすればす
るほど特殊なものと感じられます。そして気の遠くなるような時間を経て、進化
の末に誕生した人類の存在は、確率的には限りなくゼロに近い事象であり、私た
ちは自身の存在に対して、科学的に合理的な説明をできないままでいました。
しかし今、私たちは、全く新しい世界観を得ようとしています。それは、“ 地球
はあまたある惑星のひとつにすぎない ”、“ 地球生命はあまたある宇宙生命の一
種にすぎない ” というものです。

科学の歴史が積み重ねてきた “ 特殊から一般 ”

そもそも天文学の歴史は、特殊から一般へのパラダイムシフトの歴史でした。天
動説から地動説への転換で私たちは地球が太陽をめぐるひとつの惑星であること
を知り、やがて太陽が他のあまたある恒星のひとつにすぎないことがわかり、そ
して私たちの棲む天の川銀河も、他にあまたある渦巻き銀河のひとつにすぎない

ことがわかってきました。このような特殊から一般へのパラダイムシフトは、過
去の宇宙の観測から幾度となくもたらされ、私たちの暮らす地球という場所は、
宇宙の中の何の変哲もない銀河の片隅であることが、20 世紀の前半までに判明
していました。
にもかかわらず、地球と生命を特別視する考えが、ずっと私たちを支配していま
した。実際、系外惑星探査の試みは数十年の間ことごとく失敗し、恒星の周りを
めぐる惑星という天体は、やはり私たちの太陽系にしか存在していないのではな
いか、太陽系と地球、そして私たち人類を含む生命は、この宇宙の中で唯一の存
在なのではないか、と特別視する世界観から、なかなか抜け出せずにいたのです。
そのような中、新たな宇宙探査がパラダイムシフトをもたらしました。1995 年、
太陽系以外の場所で、ついに惑星が発見されたのです。以来、2010 年末までの
間に 500 を超える系外惑星が発見され、恒星の周りにはごく当たり前に惑星が
存在していることがわかったのです。さらにケプラー衛星による宇宙からの観測
が、2011 年 2 月までにさらに 1000 個以上の惑星と思われる天体を発見し、そ
のうち少なくとも 5 つの惑星は、地球と同じくらいの大きさでしかも表面に液体
の水を持ちうる温度であることがわかりました。つまり、「地球は特別な存在で
はない」ということが明らかになりつつあるのです。

過去 15 年間の壮大なパラダイムシフト

その間、生命観も大きく移り変わりました。私たち人間は、自分たちを他の生物
とは本質的に異なるものとして特別視する考えを持っていました。しかしながら
分子レベルでの生命現象の研究により、DNA の発見とゲノム解読がなされ、人
を含む地球生命全体はみな同じメカニズムを持つファミリーであることがわかり
ました。
さらに化学進化という考え方により、「物質が生命となった瞬間」について科学
的な解明が進みました。また、極限環境に生息する生命体の研究から、宇宙のさ
まざまな環境において生命が誕生する可能性があること、さらには「宇宙生命体
の多様性」を議論することも可能となってきています。
このように、先端研究は、宇宙が生命であふれているという世界観を描き出しつ
つあります。私たち地球生命体は、生命のより大きなファミリーである宇宙生命
体の一種なのかもしれません。近年の科学研究がもたらすその大きな視野で、私
たち地球生命と人類を相対化して見つめるとき、地球の見方や地球生命の見方は
どう変わるのでしょうか？　私たちが持つ知性というものは、この宇宙全体から
見るとどのように位置づけられるのでしょうか？　地球生命と人類の未来に向け
た道標が見えてくるでしょうか？　私たちの未来を設計するために、「地球人と
しての生き方」について一緒に考えていきましょう。

私たちはどう生きるべきなのでしょう。その大きな問いに答える前に、まず「地球人」
であることを自覚してみましょう。では地球人とは、いかなる存在なのでしょう。それ
は地球とは何か、生命とは何かの問いに通じます。科学者は古来より、その答えを探っ
てきました。そして今や、地球観と生命観は大きく大きく拡がりました。地球も生命も、
ここだけの特別な存在から、宇宙にあまたある存在へと。

【総論】

私たちはありふれた宇宙人
構成・執筆：池辺靖

（日本科学未来館　科学コミュニケーター／「宇宙生命探査」シリーズ企画監修）
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隕石からアミノ酸の発見
（1969年マーチソン隕石）

模擬星間雲物質からアミノ酸（前
駆体）の合成に成功（1995年）

直接撮像法による系外惑星の発見
（2009年 田村元秀ら）

講師：小林憲正の研究

講師：田村元秀の研究 別の宇宙
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宇宙にはアミノ酸など生命の素となりうるさまざま
な物質が存在することがわかってきました。環境さ
え整えば、それらの物質が生命にまで進化すること
は、いくらでもありうるのではないでしょうか？

全生物の共通祖先コモノートの
提唱（1998年）

地球が宇宙の中心にあ
り、他の天体は全て地
球の周りをめぐってい
るとする宇宙観が、確
立されました熱い場所、寒い場

所、空気の薄い場
所。それまでの常
識をくつがえす極
限環境の生物が
次々と発見され、
地球生命の概念が
大きく拡がりつつ
あります

私たち人間は自分
たちの存在を、他
の生物とは本質的
に異なるものとし
て長いあいだ特別
視してきました

物質が集まり、単
純な化合物から、
徐々に複雑な高分
子ができ、やがて
生命の機能を持つ
ものが現われたと、
考えられるように
なりました

夜空に見える星々は、
太陽と同じ種類の天体
（恒星）であることが
わかりました。さらに、
天の川銀河の外にも同
様の銀河が無数に存在
することがわかってき
ました

望遠鏡の発達によ
り、天の川銀河など
宇宙の構造が詳しく
わかってきました
が、太陽系を宇宙の
中心とする考え方は
変わりませんでした

観測データの積み上
げと理論的な考察か
ら、地球は太陽の周
りをめぐる惑星のひ
とつにすぎないこと
がわかりました

我々の宇宙の他にも無数に
宇宙が存在していると予想
されています

ハビタブルゾーン（恒星との関係で
導き出される生命の生存可能領域）
内にある地球型惑星候補を多数発見
（2011年 ケプラー衛星観測結果）

最先端の望遠鏡で天の川銀河を詳しく観察し
た結果、太陽系外の惑星が多数見つかりまし
た。恒星を中心にごく普通に惑星系が形成さ
れること、地球のような環境を持つ惑星は、
珍しくないらしいことがわかってきました

ヒトも動物も植物も
そして極限に生きる
バクテリアも、地球
生命はみな同じ仕組
みを持っていること
がわかりました。わ
たしたち地球生命
は、共通の祖先（コ
モノート／ LUCA）
から進化したファミ
リーなのです
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講師：山岸明彦の研究
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霊魂を持つのが生物、持たないの
が無生物。人間は理性を持つ特別な
生物。生物は無生物から発生した
（BC4C アリストテレス）

地球は人の棲む特別な場所である。
地球が宇宙の中心である（BC4Ｃ 
アリストテレス）

地球は太陽の周りをめぐる惑星のひ
とつにすぎない（1543年 コペルニ
クス「天体の回転について」）

惑星の軌道が円ではなく、楕円で
あることを発見（1597年 ケプラー、
1609年「新天文学」に発表） 

金星の満ち欠けの発見（1610年 
ガリレイ） 

万有引力の法則（1687年  ニュー
トン「プリンキピア」） 

天の川の構造を解明（1785年 ハー
シェル）

インフレーション宇宙論
（1981年佐藤勝彦、グース）

天動説にもとづく数理天文学の確立
（AC2Ｃ プトレマイオス「アルマゲ
スト」）

太陽も恒星も水素ガスからできてい
ることを発見（1863年 ハギンズ）

M33星雲が天の川銀河の外にある
ことを発見（1926年 ハッブル）

太陽系の外に惑星発見（1995年
マイヨール＋ケロス）

生物は細胞でできている
（1665年 フック)

すべての生物種は共通の祖先から
長い時間をかけて進化した（1859
年 ダーウィンの進化論「種の起
源」）

遺伝というメカニズムの発見
（1866年 メンデル）

遺伝物質DNAの証明
（1944年 アベリー）

DNA二重らせん構造の発見
（1953年 ワトソンとクリック）

1990年以降、生命の設計図ゲノム
の解読が進む（2003年ヒトゲノム
解読完了） 

極限微生物の発見と、古細菌とい
う生物群の提唱（1977年 カール・
ウーズ）

生物は無生物から発生する（1924
年代 オパーリン「化学進化仮説」）

無機物から有機物が発生（1953年 
ユーリー =ミラーの実験）
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「地球人としての生き方」
を考えるためのマップ

かつて人間中心、地球中心だった
世界観は、科学研究によって、
宇宙規模の世界観へと
大きく拡がりました
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「地球人としての生き方」の答えは見つかりましたか？
全３回の会議で寄せられた参加者のアンサーより抜粋
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